
効果的・効率的な野生鳥獣対策の実施

里山集落では野生鳥獣の出没により農作物被害や人的被害が発生しているが、里山集落の過疎化、住民
の高齢化といった要因に加えて、捕獲の担い手が不足するなど野生鳥獣対策が進まなくなる恐れがある。

課題

Before

野生鳥獣対策としては、集落環境整備や、
猟友会等と連携した捕獲などを行っている
が、担い手不足や野生鳥獣の増加により、

対応が追い付いていない。

After

人的な対応に加えて、ICTを活用し、
効果的かつ効率的な野生鳥獣対策で
安全・安心な里山集落へ！

いただきたい提案の例

鳥獣対策用資機材の開発や既存技術の活用

安全・安心な里山集落に向けた鳥獣被害対策の手段や仕組みづくり

ICTやドローン、ロボット等を活用した
・野生鳥獣の監視、捕獲、追い払い
・ヤブ払い等の環境整備

※あくまで一例のため、これに限らず幅広い提案をお待ちしています。

わなの設置や地域の環境整備等、NPOや大学等による体験
実習や研究活動等の実習フィールドとしての活用

里山集落と連携した体験・実習フィールドとしての活用


